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● 17日冬の生き物調べ オオムラサキ観察調査会  

13名の出席 徹底的に現地調査を実施 オオムラサキの幼虫 11匹 ゴマダラチョウの幼虫 22匹 カ

ヤネズミの巣 3 個発見。そのほかキタキチョウ 8 匹 ウスタビガの繭 3 個発見 ミドリシジミの卵(0.3

㎜)数個発見。鳥類ではベニマシコ ルリビタキを確認できました。これらは予定していたすべてが確認

できたと思います。オオムラサキは 1998 年（里山の会発足して 3 年目）から生育調査を開始して 18 年

間連続して夏の成虫調査、冬の幼虫調査を行ってきました。昨年から里山農園周囲には 40本の榎の生育

が確認されていますが、そのうち群生している 20 本の周囲を調べた結果です。残り 20 本も調査すると

もう少し大量の発見になるのではないかと考えられます。これまでに成虫の発見数は 2009 年の 31 匹が

最高の発見数で第 4位の多さです。かなり優れた環境を保持しているのではないかと思われます。 

ゴマダラチョウは昨年の 24 匹に続く第 2番目に多い 22 匹です。この二種類の結果を見ても 2 年連続

それぞれが二けたの発見となり、素晴らしい環境条件を維持されているようです。加えてキタキチョウ

は成虫で越冬するものですが、一昨年の１匹から今年は 8 匹が発見され、キタキチョウの越冬に適した

環境が維持されていることがわかりました。カヤネズミの巣跡も 6 個確認されました。こうした調査は

午前中の 1時間 30分に見つかったもので、大変な時間をかけたものではなく、歩き回って探したもので

はなく、すごく簡単に普通に見つけられたものなのです。里山農園周囲は生き物にとっていい環境条件

を維持していることがわかりました。 

ミドリシジミはハンノキに卵を産み付けるので、午後から群生地を訪ねてみました。約 35分間でした

が、ここでも直径 2 ㎝ぐらいの太さの期に産み付けられているのを発見できました。卵の大きさか鉛筆

の先で傷をつけた程度の大きさで、なかなか見つけることができませんでした。卵は白色的で少し黄色

みがあるものです。桜谷先生が発見して紹介していただいたので、私たちではかなり困難な作業となり

ました。子のミドリシジミは奈良県では絶滅危惧種に指定されているもので、一般的には森の宝石と言

われている非常に美しいチョウです。この群生地はハンノキの約 200 本程度の林でした。夏の昆虫の季

節には成虫と出会う楽しみが増えました。 

●今年度はカスミサンショウウオの成体の発見を実現したいものです。 

17日の午後一番に現地を観察しました。あまり大きな変化はありませんでしたが、約 30分間で枯れ木

を約百本を調査しまた。成体は見つけられませんでした。2月には産卵する頃には毎日観察点検を実行し

よう、そしてその情報を記録することになりました。3月には卵から出てくる頃にも観察を継続していこ

うと申し合わせました。こうした調査を実践をするためには体制も必要とのことで世話役に金田徹さん

と野村修さんを選びました。 

●教育棟の床板の補強塗装作業を 27日(火)に実施予定です。 

そのために床板の再生作業を行いました。金のワイヤーブラシでこすり取ることになりましたが、体

力勝負なので高齢者にとってはとても続けられる作業ではないことがわかり、高圧の水を吹き出す装置

を使うことになり、施工の結果、かなりの効果がありました。翌日の 20 日は、750 ㎏の水を持ちあげ運

び込んで床板再生清掃を行いました。作業は簡単でしたが、何しろ 4m近くも水を持ちあげるのが大仕事

でした。すっかりきれいに木目を出すことができました。 

●木津川希少植物の生育箇所の確認杭打ち(26日)を 5年ぶりに生育場所の確認作業を行います。 

木津川には 82か所の生育地があって、その場所に明示杭を打ち込んでいるのですが、年月が経過する

とかなりなくなっています。これの位置を明確にしておかないと生育の確認ができなくなりますので、

年末ですが 26日（月）9時 30分から行います。集合は草内倉庫前としています。ご協力をお願いします 

●しめ縄つくりにご参加ください 25日(日) 10時  

聴覚障碍者就労支援センター（サンサン山城）です。これまで餅つき参加者を募集してきましたが水

曜日までに申し込みがありませんでしたので、今年は餅つきをやめて、しめ縄つくりに集中します。 



時間に遅れないようにお越しください。場合によっては会場を変更いたしますので、ご注意ください。

参加費無料で実施します。 

●里山農園の年末整頓 24日(土)9時 30分から行います。 

今年一年春から夏秋と農産物の栽培に全力を傾けていただきました。大根もいよいよ太く立派になっ

てきました。周囲の整備をこの時期に行って、美しく整えたいと思います。ご多忙の時でしょうがお立

ち寄りください。お手伝いにお越しいただければ、お土産に新鮮な大根を差し上げます。 

●ハイキングコースの年末清掃にご参加を 23日(金)呼びかけます  

「京田辺市の最高峰に上ろう」（千鉾山 311m）のもとにハイキングコースを 2005年 5月にオープンし

ました。その後、毎年年末に心無いハイカーによるごみの散乱について心配あるので、地元高船の皆さ

んから年末には清掃を行ってくれることを条件に、了解を得ることになりました。以後 11回の清掃を行

い、今年は 12回目の年末清掃となりました。9時 30分に普賢寺小学校前集合で開始します。年末の多忙

な折、ひと時の散歩にお越しください。ご協力をお願いいたします  

七草摘みと七草粥 

参加者募集 

予約制 先着 30 組 60 人 
往復はがきまたはメール 住所氏名電話番号 

1月 6日（金）集合 10時  

里山農園・普賢寺小学校前 京田辺市水取 
9 時 30 分近鉄三山木駅から送迎バス発車 

プログラム 
〇会場つくり イス机 テント 便所 焚き

火 バックミュージック 〇年始の言葉 〇

合唱・正月 〇自己紹介 〇七草の話 〇衣装

着替え 麻呂姫 童 ○七草摘み ○水洗い 

○火おこし ○粥タキ ○七草刻み 囃子歌 

○七草投入 ○炊き上がると試食 ○レクレェーション(皿回

し 腹話術 歌声) ○片付け 〇終わりの言葉 解散  

主催 ＮＰＯやましろ里山の会 

京田辺市田辺深田 15 0774-644183 fddbw257@ybb.ne.jp 
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